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報道各位 

ワークショップとトークイベント開催のお知らせ 
 

 [1] 2016 年 7月 9日(土) 14:00～16:00 

KCIC WORKSHOP 背中合わせの風景を交換するワークショップ 
       講師：平川 渚（KCIC スタッフ / アーティスト） 

 [2]  同 日   16:00～17:00 

つい de サロン  2 つの視点から生まれる建築  
       ゲスト：宇都博徳・米永優子（サウルス建築設計事務所） 

 
異なる視点を共有し、多様な暮らしを見つめる 
ワークショップとトークイベントを開催。 
 
かごしま文化情報センターでは、7月 9日（土）、多様な生き方が必要とされる現代において、他者の視点や暮らし
に目を向ける KCIC WORKSHOP 「背中合わせの風景を交換するワークショップ」とつい de サロン「2つの視
点から生まれる建築」 ゲスト：宇都博徳・米永優子（サウルス建築設計事務所）を行います。 
 
ここでは、“建築”の視点から多様な暮らしについて考える機会を多くの方々に提供するため、体験（ワークショップ）
と学び（トークイベント）のイベントを開催します。本企画にあたっては、古い家屋のリノベーションを行って近隣
住人の集まる場所を創出したり、地域企業と学生とのコラボレーションであたらしい暮らしのあり方を提案したりと、
学生の持つ若い視点で地元の生活を考えるきっかけづくりを積極的に行う鹿児島大学建築学科と第一工業大学建築
デザイン学科協力のもと実現することになりました。 
 
[1] 2 人１組で同じ地点から二方向の風景を撮影。 
  異なる視点を共有するワークショップ。 
 
KCIC WORKSHOP 「背中合わせの風景を交換するワークショップ」
では、参加者が 2人 1組のチームになって街に出かけ、ある地点か
ら見える風景と、その正反対にある風景をスマートフォンで撮影し、
WEB上にマッピングします。その後、参加したみなさんの撮影した
画像を共有し、並列することで、それぞれの立ち位置から見える風
景を交換（共有）します。 
例えばチームの 1人が南埠頭から桜島を撮影した場合、もう 1人は
自動的にその反対にあるものを撮影しなければいけません。普段か
ら親しんでいる桜島の反対側にはなにがあるのか--。南の離島へと向かう準備をす
る人々を乗せた大きなフェリー？ 釣りをする親子連れや近所の方々？ このワー
クショップを通して、わたしたちが意識する風景の裏側にあるものに目を向け、カ
メラを通して切り取ることで、そこにはあたらしい風景が浮かび上がってくること
でしょう。 

 

[1] ワークショップ講師：平川 渚（KCICスタッフ/アーティスト） 
  個人の制作活動と並行して、美術館や駅構内、映画館、ショッピングモールなどで 
 ワークショップを行う。2013年大分県より鹿児島へ移住。最近の活動として、博多 
 阪急でグループ展に参加、takapla広告 2015年秋冬イメージへ作品提供など。 
  http://www.nagisahirakawa.net/ 

ワークショップイメージ 

2 方向の撮影写真サンプル 



 
[2] 住む人の夢を実現するために、型破りな発想で取り組む 
   サウルス設計事務所の宇都博徳、米永優子によるトークイベント。 
 
そして、ワークショップに引き続き、鹿児島市内に拠点を置き、鹿児島市建築文化賞入賞や、
「劇的ビフォーアフター」（TV 東京）出演など、幅広く活躍する建築家 宇都博徳と米永優子
をゲストにトークイベントを行います。 
お二人には、二つの視点で建築に取組むことの楽しさやご苦労などをお聞きします。 
 
地方再生や豊かなコミュニティーづくりに、年齢を問わず多くの方々が関わるようになった近
年、建築の視点から暮らしを考えていくことは、わたしたちが住む地域をより良い環境にする
きっかけにもなるかもしれません。また、建築を学ぶ学生が年々増えていくように*、多くの
方々が興味を持っている建築という分野について大学と連携し、ワークショップとトークイベ
ントを行うことで、ひろく一般の方々にもその本質に触れるきっかけを提供したいと思います。 
 
ぜひこの機会に、本企画を貴媒体にてご紹介いただけますようお願い申し上げます。 
注 *：2015年 12月 河合塾調べ 

 

[2] トークイベントゲスト 

宇都 博徳(うと ひろのり) 
鹿児島県生まれ。鹿児島大学卒業後、毛綱毅曠建築事務所ほか勤務。1990年より米永 優子氏とサウルス建築設計事
務所を設立。1991年鹿児島大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程修了。同年より鹿児島大学助手（～2002年）。 
  
米永 優子（よねなが ゆうこ） 
福岡県生まれ。鹿児島大学卒業。九州芸術工科大学大学院修了後、  菊竹清訓建築設計事務所に入所。 1988年より
DEN 住宅研究所入所。 1990 年より宇都 博徳氏とサウルス建築設計事務所を設立。1992 年より加世田医療福祉専
門学校 非常勤講師。 

http://www.saurus.co.jp/ 

開催概要 
１．日 時：2016年 7 月 9 日（土） 

[1] 14:00～16:00 KCIC WORKSHOP 背中合わせの風景を交換するワークショップ  

定員：20名 ※要申込 定員になり次第終了 対象：中学生以上の方ならどなたでも 

準備するもの：スマートフォン 

[2] 16:00～18:00 つい de サロン  2つの視点から生まれる建築  
        ゲスト：宇都博徳・米永優子（サウルス建築設計事務所） 

定員：30名 ※予約不要・当日先着順 

２．参加費：無料    
 ３．会 場：市民アートギャラリー （鹿児島市易居町 1-2鹿児島市役所みなと大通り別館 1F） 
 ４．ワークショップ申込・問合せ先： 
       かごしま文化情報センター（KCIC）TEL： 099-248-8121  MAIL：information@kcic.jp 
           鹿児島市易居町 1-2鹿児島市役所みなと大通り別館 1F （開所時間：10:00～18:00 ※日・水曜休所） 

    来所、電話、またはメールにて、ワークショップ「背中合わせの風景を交換するワークショップ」と、 
  必要事項（お名前、年齢、住所、電話番号、メールアドレス）をお伝えください。 
 

■ 内容に関する広報のお問合せ、また取材につきましては、電話またはメールでご連絡をお願いします。 
 
主 催：文化薫る地域の魅力づくり実行委員会、鹿児島市 協 力：鹿児島大学建築学科、第一工業大学建築デザイン学科 
企 画：かごしま文化情報センター(KCIC) 

※同時開催：7月 4日(月)～23日(土) 作品展「２つの窓辺から生まれる暮らし」（鹿児島大学建築学科・第一工業大学建築デザイン学科） 

上から：宇都博徳、米永優子 


